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ロータリーダンパー
●製品の仕様は予告なく変更することがあります。

Rotary Damper

༷ ༷

ࣜܕ ఆ֨τϧΫ ճసํ
༺େ࠷
ճస
SQN

༺େ࠷
αΠΫϧ
DZDMF�NJO

Թ༺
ൣғ
ˆ

࣭ࡐ
ΦΠϧ༺ ࣭ྔ

H
ఆՁ

ʢ੫ൈʣຊମέʔε Ωϟοϓ ճస࣠

FRT-F2-203 2±0.4 N・m
（20±4 kgf・cm）

両方向

50 10 0〜50 ポリカーボネート
（PC）

金属
（SUS）

シリコーン
オイル

115.6 ￥3,200FRT-F2-303 3±0.8 N・m
（30±8 kgf・cm）

FRT-F2-403 4±1 N・m
（40±10 kgf・cm）

FRN-F2-R203
2±0.4 N・m

（20±4 kgf・cm）

時計方向
（CW）

93.2 ￥3,700
FRN-F2-L203 反時計方向

（CCW）
●定格トルク値は回転速度20rpm、23℃時測定
●オイル粘度による特注トルク対応可（215ページ特注トルク対応表参照）
●ギア付きも特注対応可
●ダンパーは両方向にトルクが発生するFRTタイプと回転軸を上から見て時計回り（R）、反時計回り（L）にそれぞれトルクが発生するFRNタイプがあります。

ロータリーダンパー
●製品の仕様は予告なく変更することがあります。

Rotary Damper

'35�8�
ํ྆
�

ࣜܕ ఆ֨τϧΫ ճసํ
༺େ࠷
ճస
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ΦΠϧ༺ ࣭ྔ
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ఆՁ
ʢ੫ൈʣຊମέʔε Ωϟοϓ ճస࣠

FRT-W1-105 100±20N・m
両方向 50 1.5 −20〜60 金属

（SUS）
金属

（アルミ合金）
金属

（SUS）
シリコーン

オイル 6 ￥500,000
FRT-W1-185 180±40N・m

●定格トルク値は回転数20rpm、23℃時測定

ಛ ʢੑଌఆԹɿ��ˆʣ Թಛ ʢੑճసɿ��SQNʣ

ಛ ʢੑଌఆԹɿ��ˆʣ Թಛ ʢੑճసɿ��SQNʣ

ఆݻ
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ϩʔλϦʔ
���˃

ํ྆
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Ұํ
�

受注生産
受

ఆݻ
,ࣜ

ϩʔλϦʔ
���˃

ํ྆
�

注ҙ߲ࣄ
●FRNタイプは回転軸を引くと抜けてしまう構造となっています。絶対に回転軸を引き抜かないでください。

'35�'��'3/�'�γϦʔζ
ํ྆
�

Ұํ
�
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1×10-3 5×10-3 10×10-3 50×10-3  100×10-3 　　500×10-3　　  1  2  3  4

FRT-E2・E9

FRT-G2

FRT-C2

FRN-C2

FRT-D3

FRN-D3

FRT-S1

FRT-N1

FRT-L1

FRT-K2

FRN-K2

FRT-F2

FRN-F2

注） ●印は標準トルク値　▲印は特注トルク範囲ですが、必ず事前にご確認ください。
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ロータリーダンパーの基本構造・原理
Basic Structure and Principle of Rotary Damper

ಛ

ཧݪɾߏຊج

˔ΦΠϧͷ೪ੑ߅ʹΑΔ੍ಈΛར༻
ͳ͕ݶ੍ʹ֯༺˔ ɺ͘��� Ҏ˃্༻Մ

オイルの粘性抵抗により発生する制動力（ブレーキ力）を利用した回転系のダンパーです。
構造は上図のようになっており、オイルの粘性、ローターと本体ケースのクリアランス、オイルの接触面積等により発生する制動トルクは変化します。
使用角度の制限はありません。

使用される環境温度の影響を受け、トルク値が変化します。
これはダンパー内のオイルが温度の影響を受け、
その粘性が変化するためで、温度が元に戻れば、
ダンパー特性も元に戻ります。

使用回転速度により、発生するトルクが変化します。
一般的に回転速度が上がるとトルクは上がり、
回転速度が下がるとトルクも下がります。
カタログ表示の定格トルク値は20rpm回転時に発生するトルクです。

'35�'3/γϦʔζ ： ロータリーダンパー（主に樹脂製、回転軸タイプ）
'%5�'%/γϦʔζ： ディスクダンパー（金属製、中空タイプ P.206にて解説）
':5�':/γϦʔζ ： 揺動ダンパー（動作角度制限あり P.208にて解説）
')%γϦʔζ ： ヒンジダンパー（ヒンジ形状ダンパー）
''%γϦʔζ ： フリクションダンパー（摩擦式ダンパー、中空タイプ）
'.3γϦʔζ ： MRFダンパー（電気制御式トルク可変ダンパー）

キャップ

Oリング

シリコーンオイル

ローター

本体ケース

γϦʔζҰཡ

ಛੑ Թಛੑ

දࣜܕ ʢࣔྫʣ

①シリーズ名 FRT＝両方向性ロータリーダンパー
②開発記号
③トルク 末尾の数字が指数を示し、下記のようにトルク表現

201＝20×101＝200gf・cm
＝2cN・m

④ギアの有無 G ＝ギア付
無記号 ＝ギア無

⑤歯車仕様

'35ʵ$�ʵ ��� ( �
ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ ᶇ

①シリーズ名 FRN＝一方向性ロータリーダンパー
②開発記号
③回転方向 R ＝時計方向にトルクが発生

L ＝反時計方向にトルクが発生
④トルク 末尾の数字が指数を示し、下記のようにトルク表現

301＝30×101 ＝300gf・cm
＝3cN・m

⑤ギアの有無 G ＝ギア付
無記号 ＝ギア無

⑥歯車仕様

'3/ʵ$�ʵ3 ��� ( �
ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ ᶇ ᶈ

ճసํ
①基本的に両方向でトルクが発生しますが、一部の機種では、一方向のクラッチを内蔵する事で、
　一方向性ロータリーダンパーにしているものが存在します。
②時計方向・反時計方向とは、回転軸を上から見たときにトルクが発生する方向です。

ϩʔλϦʔμϯύʔಛ注τϧΫରԠද
（単位：N・m）

トルク値
シリーズ

1×10-3

1.5×10-3

4.5×10-3

15×10-3

10×10-3

10×10-3

20×10-3 30×10-3

30×10-3

50×10-3

50×10-3

50×10-3

50×10-3

250×10-3

250×10-3

180×10-3

300×10-3

500×10-3

500×10-3

1

1

1 4

1 2

45×10-3
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ディスクダンパーの基本構造・原理
Basic Structure and Principle of Disc Damper

ಛ ๏ํ༺

ཧݪɾߏຊج

ಛੑ Թಛੑ

˔ۚଐʹΑΓബܕԽߴɾ τϧΫԽΛ࣮ݱ
˔தۭλΠϓ

オイルの粘性抵抗により発生する制動力（ブレーキ力）を利用した回転系のダンパーです。
オイルの粘性、ローターと本体ケースのクリアランス、オイルの接触面積等により発生する制動トルクは変化します。
使用角度の制限はありません。

①ダンパー回転方向は、両方向にトルク発生するタイプと
　カタログの写真を上から見て時計回り（R）、反時計回り（L）にそれぞれトルクが発生するタイプがあります。

②ディスクダンパーは構造上軸受けを持たないので装着するシャフトには必ず回転軸受けを設けてください。

③FDNシリーズに使用するシャフトは、各製品ページのシャフト推奨寸法を参考にして製作してください。
　推奨寸法以外のシャフトを使用すると軸のすべりが発生する恐れがあります。

④FDNシリーズにシャフトを挿入する際は、ワンウェイクラッチの空転方向にシャフトを回転させながら挿入してください。
　（正転方向から無理にシャフトを挿入するとワンウェイクラッチが破損する可能性がありますのでご注意ください）

⑤FDTシリーズ使用時には、指定された角寸法の軸をダンパー軸穴部に差し込んでご使用ください。
　また軸とダンパー軸穴部にガタがあると動作初期にダンパー効果が発揮できない場合があります。

⑥ダンパー回転軸接合部はすり割り溝タイプもあります（下図参照）。すり割り溝タイプは渦巻きばねとの併用に最適です。

⑦連続回転による使用の際は、ご相談ください。

使用される環境温度の影響を受け、トルク値が変化します。
これはダンパー内のオイルが温度の影響を受け、
その粘性が変化するためで、温度が元に戻れば、
ダンパー特性も元に戻ります。

使用回転速度により、発生するトルクが変化します。
一般的に回転速度が上がるとトルクは上がり、
回転速度が下がるとトルクも下がります。
カタログ表示の定格トルク値は20rpm回転時に発生するトルクです。

දࣜܕ ʢࣔྫʣ

①シリーズ名 両方向性ディスクダンパー
②外径サイズ
③回転軸接合部形状 A： 中空（角軸）

B： すり割り溝※

④トルク 末尾の数字が指数を示し、下記のようにトルク表現
203＝20×103 ＝20,000gf・cm

＝2N・m（20kgf・cm）

①シリーズ名 一方向性ディスクダンパー
②外径サイズ
③回転軸接合部形状 A： 中空（丸軸）
④回転方向 R： 時計方向にトルクが発生

L： 反時計方向にトルクが発生
⑤トルク 末尾の数字が指数を示し、下記のようにトルク表現

203＝20×103 ＝20,000gf・cm
＝2N・m（20kgf・cm）

'%5ʵ�� "ʵ ���
ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ

'%/ʵ�� "ʵ3 ���
ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ ᶇ

※ ただし、すり割り溝タイプはFDT-63B-703、FDT-70B-903に限ります。
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ダンパートルクが強くなるの
で、蓋を最後までΏっくり閉
めることができる。

ダンパートルクが強くなり、
蓋を最後まで閉めることが
できない。

例）
蓋質量 M ： 1kg
蓋寸法 L ： 0.3m
重心位置 G ： 　 と仮定
負荷トルク ： T ＝1×9.8×0.3y 2

 ＝1.47N・m
上記計算結果よりFYN-B1-＊153を選定。

L
2

図A 図B

図C

①全開にする ②自由落下が始まる
　角度まで移動させる

③手を放す
　（スローダウンする）

④全開にせずに落とすと
　スローダウンしない
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揺動ダンパーの基本構造・原理
Basic Structure and Principle of Vane Damper

ಛ ๏ํ༺

ཧݪɾߏຊج
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オイルの圧力を利用した回転系ダンパーです。
左図のような構造にて、オイルの粘性、ベーンと本体ケースのクリアランス及びベーンの受圧面積により発生するトルクは変化します。
また、機種によって最大使用角度が異なります。

①揺動ダンパーは図Aのように垂直位置から回転落下する蓋では、全閉
になる直前でトルクが強く発生するように設計されています。

　図Bのように水平位置から回転落下する蓋では、全閉になる直前にト
ルクが強くなる為、蓋を閉じることができない場合があります。
※一部ダンパーを除く

②図Cのような蓋でダンパーを使用したい場合、
　右記の選定計算例のようにダンパートルクを決定します。

③回転軸と結合する部品はできるだけガタがないように接続してください。ガタがあると、回転落下時に蓋の落下の制動ができません。
　固定用の相手方寸法については、各製品ページをご確認ください。

④揺動ダンパーの動作角度には制限があります。各製品の最大使用角度をよく確認し、使用方法に合わせて取付位置を決めてください。
　また、最大使用角度を超えて回転させた場合、ダンパーの破損に繋がりますので、必ず外部ストッパーを設けてください。

⑤ダンパーのトルク発生方向は機種により異なります。使用方法に応じて機種をお選びください。

使用される環境温度の影響を受け、トルク値が変化します。
これはダンパー内のオイルが温度の影響を受け、
その粘性が変化するためで、温度が元に戻れば、
ダンパー特性も元に戻ります。

දࣜܕ ʢࣔྫʣ

Թಛੑ

①シリーズ名 FYT＝両方向性揺動ダンパー
②開発記号
③トルク 末尾の数字が指数を示し、下記のようにトルク表現

104＝10×104 ＝100,000gf・cm
＝10N・m（100kgf・cm）

':5ʵ)�ʵ���
ᶃ ᶄ ᶅ

①シリーズ名 FYN＝一方向性揺動ダンパー
②開発記号
③回転方向 R ＝時計方向にトルクが発生

L ＝反時計方向にトルクが発生
④トルク 末尾の数字が指数を示し、下記のようにトルク表現

104＝10×104 ＝100,000gf・cm
＝10N・m（100kgf・cm）

':/ʵ)�ʵ3 ���
ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ

注ҙ߲ࣄ
揺動ダンパーをご使用の際は、蓋を全開にさせてから、自由落下の始まる角度まで移動させ、手を放すようにしてください。
蓋を少しだけ開き、その状態から手を放すと、スローダウンしきれずに勢いよく蓋が閉じ、手を挟む等の怪我に繋がる可能性があります。

回転軸

キャップ

ベーン

本体ケース

シリコーンオイル



図A 図B

ダンパートルクが強くなるの
で、蓋を最後までΏっくり閉
めることができる。

蓋のトルクが弱くなり、蓋を
最後まで閉めることができ
ない場合がある。

①全開にする ②自由落下が始まる
　角度まで移動させる

③手を放す
　（スローダウンする）

④全開にせずに落とすと
　スローダウンしない
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自己調整式揺動ダンパーの基本構造・原理
Basic Structure and Principle of Vane Damper  Self-Adjusting Type )

ಛ ๏ํ༺
ՙॏ͕มΘͬͯಈؒ࣌࡞ͷӨ͕ڹগͳ͍ ①揺動ダンパーは図Aのように垂直位置から回転落下する蓋では、全閉

になる直前でトルクが強く発生するように設計されています。
　図Bのように水平位置から回転落下する蓋では、全閉になる直前に

蓋のトルクが弱くなる為、蓋を閉じることができない場合があります。

②指定された寸法の角軸をダンパー軸穴部に差し込んでご使用ください。また、軸とダンパー軸穴部にはガタがないようにご使用ください。
　ガタがあると、回転落下等でアソビが大きくなり、スローダウンがうまくいかない場合があります。ダンパーの推奨軸寸法については、各製品ペー

ジをご確認ください。

③揺動ダンパーの動作角度には制限があります。
　各製品の最大使用角度をよく確認し、使用方法に合わせて取付位置を決めてください。また、最大使用角度を超えて回転させた場合、ダンパー

の破損に繋がりますので、必ず外部ストッパーを設けてください。

④自己調整式のため、マニュアルによるトルク調整はできません。

⑤ダンパーのトルク発生方向は機種により異なります。使用方法に応じて機種をお選びください。

⑥自己調整可能なレベルは、ご使用頂くワークの動作角度範囲により変化することが考えられますので、実際にご使用頂く条件にてご確認頂いた
上で、ダンパーを選定してください。

　各機種のトルク対応幅については、各製品ページをご確認ください。

注ҙ߲ࣄ
揺動ダンパーをご使用の際は、蓋を全開にさせてから、自由落下の始まる角度まで移動させ、手を放すようにしてください。
蓋を少しだけ開き、その状態から手を放すと、スローダウンしきれずに勢いよく蓋が閉じ、手を挟む等の怪我に繋がる可能性があります。

ཧݪɾߏຊج

Թಛੑ

従来型の揺動ダンパーは、ご使用頂く負荷トルクが変化してもダンパーの強さ（ダンピング定数）は変化しないため、負荷トルクが小さい時は動作
速度が遅くなり、負荷トルクが大きい時は動作速度が速くなります。しかし、自己調整式揺動ダンパーは、与えられる負荷に応じてダンパーの強さ

（ダンピング定数）を自己調整する構造になっているため、負荷が変動した場合の動作時間変化が従来型ダンパーよりも少ないという特徴を持っ
ています。

使用される環境温度の影響を受け、トルク値が変化します。
これはダンパー内のオイルが温度の影響を受け、
その粘性が変化するためで、温度が元に戻れば、
ダンパー特性も元に戻ります。

ローター 
オイル 

弁	板バネ)

トルク発生方向
上図のように、弁（板バネ）を変形させることによりオイルの流量
を変化させ、ダンパーの発生トルクを調整する構造になっていま
す。（PAT.）

':/�4�"�9�ͷجຊݪཧ

ローター円筒弁

スプリングオイル

トルク発生方向

上図のように、円筒弁の動きによりスプリングを圧縮させることで
オイルの流量を変化させ、ダンパーの発生トルクを調整する構造
になっています。（PAT.）

':/�;�ͷجຊݪཧ

දࣜܕ ʢࣔྫʣ
①シリーズ名 一方向性揺動ダンパー
②開発記号 S1、A2、X2、Z2：自己調整式
③回転方向 R：時計方向にトルクが発生

L：反時計方向にトルクが発生
④トルク 末尾の数字が指数を示し、下記のようにトルク表現

204＝20×104 ＝200,000gf・cm
＝20N・m（200kgf・cm）

':/ʵ"�ʵ3 ���
ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ
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1)回転軸とダンパーの軸が直結の場合
　基本的には蓋の大きさと質量が分かれば下記の計算式にて
　概算のトルク計算をする事ができます。

トルクT＝ M × 9.8 × L
2（N・m）

　M ： 蓋の質量（kg）
　 L ： 蓋の寸法（m）
（蓋の重心位置を L

2 と仮定）

　上記の計算式にて蓋が閉まる直前に発生する最大トルクを求め、
　試作品にて実機での動作確認をした上で、実際に必要なトルクを
　決定します。
　トルクの微調整は、ダンパーに封入するオイルの粘度を変更することにより可能です。

2)ダンパー回転軸と蓋の回転軸がレバーやギアにより接続される場合は上記トルク計算結果はレバー比やギア比により変化します。
　ギア比が1：nの場合、ダンパートルクは通常のn倍必要となります。

選定
Selection

ϩʔλϦʔμϯύʔɺ༳ಈμϯύʔͷબఆ ϩʔλϦʔμϯύʔɺ༳ಈμϯύʔબఆ҆ද

ダンパー取付位置

L

ダンパー
ラック

θ

ピニオン ダンパー

θ

ダンパーの選定結果については、明確な判断基準はありません。
落下時間を一つの基準として考える場合、60°の角度から自由落下させて、蓋が閉止するのに要する時間が2sec以上であれば、
見た目にダンパー効果を感じることが可能ですが、あくまでも感覚的なものです。

20 25 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60
0.05
0.06
0.07
0.08
0.09
0.1
0.2
0.3
0.4
0.5
0.6
0.7
0.8
0.9
1.0
1.2
1.4
1.6
1.8
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0
9.0
10.0
11.0
12.0
13.0
14.0
15.0
16.0
17.0
18.0
19.0
20.0

ớ̢
࣭
ྔ
Ờ（kg）

◆表の見方：蓋の質量Mを縦軸に、蓋の寸法Lを横軸にみてその交差点の交わるエリアのダンパーを選定。
◆表はあくまでも参考であり、その選定結果は一つの目安にすぎません。

બఆྫ

L（蓋の寸法）（cm）※選定例：蓋質量  M……1.4㎏　蓋寸法L……34cm　選定型式：FYN-N2

FRT/N-D3（P230参照）

FRT-L1（P234参照）

FRT/N-K2（P235参照）

FYN-B1（P250参照）

FRT/N-K2（P235参照）

FYN-M1（P248参照）

FRT/N-F2（P236参照）
FYN-P1（P251参照）
FYN-N2（P252参照）
FYN-U1（P253参照）

FRT/N-F2（P236参照）
FYN-N2（P252参照）
FYN-U1（P253参照）
FYN-C1（P254参照）

FRT/N-F2（P236参照） / FYN-C1（P254参照）
FYN-U1（P253参照）

FYN-D3（P256参照） FYT/N-D1（P258参照） 
FYT/N-H1（P258参照） FYN-S1（P260参照）

FYN-A2（P261参照） FYN-X2-L/R154（P262参照）
FYT/N-LA3（P264参照）

FYN-U1（P253参照）
FYT-D3（P256参照） 

FYN-A2（P261参照） FYN-X2-L/R254（P262参照）
FYT/N-LA3（P264参照）

FYN-X2-L/R（P262参照） FYT/N-LA3（P264参照）

FYN-Z2-L/R354（P263参照）

FYT/N-LA3（P264参照）

FYT/N-LA3（P264参照）

FRT-W1（P237参照）
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ࣾの͝༻લʹඞ͓ͣಡΈͩ͘ ͍͞
この取ѻ説明には、製品を安全に正しくお使いいただき、作ऀۀへのةやプラント・機ցへの損をະવに止するために、さまざまな注意事
߲をܝげてあります。製品をお使いになる前に、内容をॆ分におಡみください。

ࣾͷద߹ੑͷܾఆɺஔͷઃऀܭ·༷ͨΛܾఆ͢Δਓ͕அͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●社製品は、使用される条件がଟ様なため、その装置への適合性の決定は、装置の設計ऀまたは仕様を決定するਓが必要に応じて、性能ূݕ

及びライフテストをߦってから実ࢪしてください。

ࣾͷൣ༷ғ֎Ͱ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●仕様範囲外で使用されますと、製品のނো、破損のݪҼになります。

ಛघͳ݅ɺڥͰͷ༻ʹ͍ͭͯ
に、これらの装置全体の৴པ性および安全性ҡ持のためにڞまでご連བྷいただくとۀに示す条件や環境で使用する場合は、事前に弊社Ӧ࣍●

お٬様のにおいて、水、湿対ࡦ、装置ଆのフェールセーフ設計や長設計等の適切なા置をߨじていただくようおئいいたします。
　1）外や直ࣹޫがたる場ॴでの使用。
　2）鉄ಓやધഫの運ߦおよび車両のߦに直接または間接的に関わる機器、一般のҩྍに関わる機器、ҿྉや৯ྉに触れる機器、ָޘ機器で

ਓや࢈ࡒに影響の関わる機器、ٸۓः断回࿏、プレス機器、そのଞ、ਓや࢈ࡒに大きな影響をおよ΅すことが予され、特に安全が要求さ
れる機器や用్への使用。

。い৴པ性および安全性が必要とされる以下の装置にはご使用にならないでくださいߴめてۃ、に示す安全性が確保できない環境や࣍●
　1）引Ր・ര発の可能性がある環境、水中やきわめて湿度のߴい環境。
。用に関わる機器、生命ҡ持に関わるҩྍ機器、೩ম装置等܉、空やӉに関わる機器ߤ、力に関わる機器ࢠݪ（2　

҆શۀ࡞ͷɺอޢ۩ͳ͠ Ͱ͠ۀ࡞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●社製品に関する作ۀはݥة作ۀです。
●࿑働安全Ӵ生نଇୈ2ฤ、ୈ1ষ、ୈ1અ、一般基準を९कしてください。

ࣾʹखΛ৮ΕΔࡍɺΤΞʔثػपลஔͷి͕ݯΕ͍ͯͯɺ
ຊͷԹ͕Լ͕͍ͬͯΔ͜ ͱΛ֬ೝͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●エアー機器やपล装置のՔ働中に社製品の取り付け、取り外し、調整等をߦうことは感電や怪我、やけͲをするݥةがあります。

.3'μϯύʔͷίΠϧͷϦʔυઢ࣮֬ʹଓͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●リード線の接続が電気的、機ց的に不確実であると、動作不ྑや感電、漏電をするݥةがあります。

Րͷதʹࣺ͛ͯͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●社製品の΄とんͲにオイルが封入されておりますので、Ր中にげࣺてるとര発・発Ր等で怪我をするݥة性があります。
●ガススプリングに封入された窒素ガスは可೩性ではありませんが、
　加熱によるுのため本体が破྾したり内部のオイルがग़する可能性がありݥةです。

ࣾઈରʹղ͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●内部の部品のඈびग़しや、内部のオイルがग़する等の可能性がありݥةです。
●ガススプリングには圧縮された窒素ガスが封入されているため、そのまま分解することはඇ常にݥةです。
●ഇغ時はʮഇغ上の注意ʯのཝをおಡみください。

ϔϦΧϧৼثΛઃஔͷࡍɺઃஔͷࣗॏ͕େ ͳ͖߹ɺඞͣԼهͷํ๏ʹΑΓઃஔͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●設置時のਓ事ނや設置物が破損する可能性があり、ඇ常にݥةです。
　・設置物をϗイストなͲでり下げて設置してください。
　・設置物が不安定にならないよう重心のバランスをとってください。
　・り下げ用のワイヤーロープなͲが外れたり、切れないようにしてください。
　・設置物をジャッキアップして設置してください。
●設置物の自重でϔリカルৼ器はたわみますので、たわみを考えてジャッキを選定してください。
　また、たわみについては弊社におい合わせください。

ΨεεϓϦϯάɺΨε࿙Ε͕ൃ生ͨ͠ঢ়ଶͷ··༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ガス反力の下により、カバーや蓋が落下しݥةです。

ΨεεϓϦϯάΛ൶֖ͷอʹ༺࣋Θͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●૭なͲで使用する際に、ಥ෩等の影響でա大な外力が加わると、૭なͲが動いてしまう可能性がありݥةです。

ΨεεϓϦϯάʹ࠷େҎ্ʹ৳ͼΔΑ͏ ͳྗ͔͚ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ガススプリングは৳び方向へのա大な力にえるだけの強度を有していません。

ΨεεϓϦϯάΛিܸٵऩ༻్ͰΘͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ

ഇغʹ͍ͭͯ
。٫の際は、絶対にՐ中にじないでくださいغ●
●社製品が不要になった際は、ۀ࢈ഇغ物として方自࣏体等の条例、نଇ等に従って適切なഇغ処理をߦってください。
●ガススプリングにおいては、下記の要ྖでガス抜きを全にߦってから、ۀ࢈ഇغ物として方自࣏体等の条例、نଇ等に従って適切なഇغ

処理をߦってください。
ガススプリングをボール൫に水平に固定し、ガスॆరバルブ端面から30〜40mmの位置に2〜3mmのドリルで穴をあけ、確実にガス抜きをߦ
ってください。作ۀ時には、封入オイルや切粉、ガスのඈࢄにඋえて必ず保ڸ؟ޢをかけて作ۀをߦってください。

ࠂܯ ఆٛ ʹજ͢ࡏΔݥةΛճආ͠ͳ͔ͬͨ߹ɺͷ༻ऀ͕ࢮɺ
·ͨॏইΛෛ͏Մੑ͕͋Δঢ়گʹͳΔ߹ͷࠂקʹ༻͍Δޠɻ

͕ࣾݪҼͰൃ生ͨ͠ೋࡂ࣍ʹ͍ͭͯɺෆೋϥςοΫεʢגʣΛෛ͍͔Ͷ·͢ɻ
ೋࡂ࣍ͷى Β͜ͳ͍Α͏ ରࡦΛͯͬ͘ߦ ͍ͩ͞ɻ
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注ҙ ఆٛ ҝʹΑΓɺߦΘͳ͍ෆదͳैʹີݫʹखॱۀ࡞खॱɺอक࡞ૢ
͍ܰոզ͠ ͘తଛ͕͋Γ͏ Δ߹ͷࠂʹ༻͍Δޠɻ

ࣾͷద߹ੑͷܾఆɺஔͷઃऀܭ·༷ͨΛܾఆ͢Δਓ͕அͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●社製品は、使用される条件がଟ様なため、その装置への適合性の決定は、装置の設計ऀまたは仕様を決定するਓが必要に応じて、性能ূݕ

及びライフテストをߦってから実ࢪしてください。

औڧෆͰͷ࡞ಈࢭې
●取付強度不の状態で作動させますと、機を破損し怪我をするݥةがあります。
●取付部強度は、最大抗力値×安全率（2〜3倍ఔ度）を確保してください。

֎෦ετούʔͳ͠ Ͱͷ࡞ಈ4'˞�ࢭې#γϦʔζٴͼҰ෦ͷ',γϦʔζআ ɻ͘
●外部ストッパーなしで作動させると、ボトミングによる機破損の可能性があります。
　外部ストッパーをストロークエンド手前に設置の上作動させてください。

औφοτకτϧΫ֎Ͱͷऔࢭې
●క付トルク値外での取付は、作動不 ・ྑ機破損の可能性があります。
●取付ナットは下記のక付トルクにてకめ付けてください。
　相手材の状態によってはナットが؇む可能性があります。必要に応じて接着ࡎ等を併用してください。

Ͷ͡֎ܘʢNNʣ M4×0.5 M6×0.75 M8×0.75
M8×1 M10×1 M12×1

M12×1.75
M14×1.5
M14×2.0

M16×1.5
M16×2.0 M20×1.5 M25×1.5

M25×2.0
M27×1.5
M27×3.0 M30×1.5 M36×1.5 M42×1.5 M64×2

φοτకτϧΫʢ/ŋNʣ 0.35 0.85 3.9 7.8 ※1 7.8 9.8 14.7 ※2 29.4 49 58.8 ※3 78.4 98 392 420

※１FA-1212シリーズのక付トルクは1.5N・m ୠし、φ14.6部にಥきてて固定する場合は、క付トルク1N・mにてకめ付けてください。
※̎ FED-2010M-Cのక付トルクは15N・m
※̏ FED-3020M-Cのక付トルクは30N・m

ௐࣜγϣοΫΞϒιʔόඞͣௐΛͯͬ͘ߦ ͍ͩ͞ɻ
●調整タイプは必ず調整をߦい、最適な位置でご使用ください。調整位置が不適切な場合、仕様範囲内でも製品が破損する可能性があります。

ΦΠϧ
●ショックアブソーバは、内部にオイルを使用しておりシール等で外部への漏れを止しておりますが、全シールを期待するものではありません。
　よって、オイルをݏう環境での使用はできません。

छબఆػ
●ショックアブソーバ選定に関しては、カタログʮショックアブソーバの選定方法ʯの߲をごཡください。
●ʮショックアブソーバ選定ソフトʯのご用意もありますので弊社Ӧۀまでおい合わせください。
　※WEBサイト上で選定することも可能です。URL Ittps�//XXX.fujilateY.co.jp/sentei@agreement/
●下記の通りオプショナルパーツが取りἧえてあります。カタログをご参照の上ご利用ください。
　・ภ角度アダプター・ストッパーナット・ウレタンキャップ・ナット・ణキャップ・スイッチ付きϗルダー・フランジ・サイドマウント・フットマウント
　注意）全ての機種に全てのオプショナルパーツは取りἧえておりませんので、֘ するオプショナルパーツが無い場合はご容ࣻください。
●最৽の製品カタログにて、仕様の全ての内容を確認し、機種選定をߦってください。
●使用回数にい、内部オイルの減少、部品の摩によって、エネルギーٵऩ能力が下いたします。
　これを考慮して、最大ٵऩエネルギーに対して20〜40ˋ以上༨༟のあるサイズ選定を推奨します。
●調整式ショックアブソーバの並ྻ使用は、ٵऩ特性のಉ調がࠔなためご遠慮ください。
　並ྻ使用には固定式ショックアブソーバをご使用ください。
●FESシリーズをご使用の場合、使用回数は1回までとしてください。
●FEDシリーズをご使用の場合、使用回数は100回までとしてください。

ΩϟοϓഁଛʹΑΔඈࢄʹ注ҙ
●仕様外で使用するとキャップが破損し、ඈࢄにより怪我をする可能性があります。
●ඈࢄ止のカバーを設置するか、ワーク作動中はपลより安全が確認できる位置まで離れてください。

Ίྠͷ֎Εʹ注ҙࢭ
●仕様外で使用するとショックアブソーバの内部圧力が異常に上ঢし、止めྠが外れ内部部品がඈびग़し怪我をする可能性があります。
　よって、仕様範囲内でご使用頂くとڞに、作動中はपลより安全が確認できる位置まで離れてください。

強度不足による破断
もしくは、曲がり

ෛՙ

ຊମ
●ピストンロッドにই、潤滑༉をつけないように注意してください。ٱ性の下、෮ؼ不ྑのݪҼとなります。
●外部スプリングタイプのスプリングにই等をつけないように注意してください。スプリングં損のݪҼとなります。
●ショックアブソーバఈ部にあるオイル注入ޱのネジを回さないでください。オイル漏れによる動作不ྑ、オイルඈࢄのݪҼとなります。
●ベローフラムシール方式を࠾用している製品については、ピストンロッドを絶対に回さないでください。オイル漏れのݪҼとなります。

ภ৺ՙॏɾภ৺֯
●許容ฤ角度以上のภ角度でিಥさせると、ピストンロッドۂがりによる෮ؼ不ྑ、ḡ動部のภ摩擦による性能ྼ化がىこり、機破損のݪҼと

なります。許容ภ角度はݪଇ±2.5°ですが、下記型式については異なります。

ʪγϣοΫΞϒιʔόʫ

γϦʔζ FK-2050 FK-2550 FA-64100 FA-64150 FK-64100 FK-64150 FK-64200 FK-80200 FK-80300 FK-80400

༰ภ֯ڐ ±1° ±0°

ʪथࢷμϯύʔʫ

γϦʔζ FPD-1012
（Dタイプ）

FPD-1012
（S, C, Rタイプ） FPD-1016 FPD-1030 FPD-1050 FPD-1060 FPD-1070 FPD-10100 FPD-10150 FPR-1040 FPA-1475

༰ภ֯ڐ ±6° ±2.5° ±0°

●ピストンロッドの中心線にিಥするようにしてください。ภ角度が許容ฤ角度を超աする場合はภ角度アダプターを併用してください。
　±10°まで対応可能となります。
　※カタログ38ページʮภ角度アダプターʯをご参照ください。
　※一部例外あり。

ڥ༺
●使用温度範囲内（-5℃〜+70℃）でご使用ください。範囲外で使用すると寿命の下に繋がります。
　※ୠし、一部温度範囲が異なる機種もありますので、各機種の仕様ཝをご確認ください。
●保存温度は、−10℃〜＋80℃の場ॴで保存してください。
　※ୠし、FA-1212/1010/1215は−20℃〜＋50℃、FPD／FPRシリーズは−10℃〜＋60℃になります。
●大気圧の環境下で使用してください。真空中やߴ圧下での使用はオイル漏れ、破損のݪҼとなります。
●ւの直ࣹޫ下や水ۜ౮付ۙやオκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　オκンによるΰム部品のྼ化により、性能・機能の下や機能停止のݪҼになります。
●切༉、水等がピストンロッドに付着するような環境で使用しないでください。パッキン破損により༉漏れによる作動不ྑ、機破損のݪҼとな

ります。このような場合は、ణ対ࡦを取る必要があります。
　①クーラント仕様ショックアブソーバのݕ౼ ： パッキン構成を変更して対応している機種があります。（ສ全の対ࡦではありません）

②ภ角度アダプター等でピストンロッドをカバー ： 直接オイルがかかることはありませんが、ภ角度ガイドとキャップの間からはオイルがਁ
入してしまう場合があります。（ສ全の対ࡦではありません）

　③ణキャップ仕様のショックアブソーバのݕ౼ ： ロッド上向きでは効果を発揮しますが、横向きやロッド下向きでは使用できません。
　　 また、ミスト状のものはਁ入してしまう場合があります。
●切粉等がピストンロッドに付着するような環境で使用しないでください。パッキン破損により༉漏れによる作動不ྑ、機破損のݪҼとなります。
　このような場合は、ダストシール仕様をごݕ౼ください。（ୠし、ご使用になる環境によって、ॆ 分なٱ効果がಘられない可能性があります）

ৗݕɾϝϯςφϯεʹ͍ͭͯ
●製品は寿命による性能・機能の下があります。常点ݕを実ࢪし、必要な機能をຬたしていることを確認し、事ނの発生をいでください。
●取付ナットの؇みがないか確認してください。؇んだまま使用しますと破損や事ނのݪҼになります。
●異常なৼ動Իやৼ動には注意してください。িಥԻやৼ動が異常にߴくなった場合は、寿命限քとなっている可能性がありますので交して

ください。このまま使用されますと取り付けている機器を破損させるݪҼとなります。
●༉漏れ、ピストンロッドの෮ؼ状態を確認してください。ଟ量の༉漏れ、ピストンロッドの෮ؼ状態がѱい場合は、Կらかの異常がىきている可

能性がありますので交してください。このまま使用されますと取り付けている機器を破損させるݪҼとなります。
●ショックアブソーバは、構造上分解・࠶ ・ཱオイル注入のメンテナンスはできません。

վࢭې
●製品にվ造（加工・部品の取付・塗装・༹ 接・ম入れ等）がࢪされた場合、弊社では一切の保ূはகしません。

γϣοΫΞϒιʔό थࢷμϯύʔʢઢܕʣ
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औڧෆͰͷ࡞ಈࢭې
●取付強度不の状態で作動させますと機を破損し、怪我をするݥةがあります。
●取付部強度は、負荷トルク×安全率を確保してください。

֎෦ετούʔͳ͠ Ͱͷ࡞ಈࢭې
●ダンパーの動作角範囲内でご使用ください。回転軸の回転限度位置を回転物の੩止位置とするような、ダンパー自体をストッパーわりとす

る使用はආけてください。ダンパー自体をストッパーわりにすると、ダンパーの破損により機が破損し、怪我をする可能性があります。
●外部ストッパーは使用角度に設定した上で、作動させてください。

ࢭې༺τϧΫΛ͑ͯͷ༺େ࠷
●最大使用トルクを超えての使用は、オイル漏れ、ٱ性の下、軸破損の可能性があり、ダンパーの破損により機が破損し、怪我をする可能

性があります。最大使用トルク内で使用してください。

ࢭېಈ࡞Թൣғ֎Ͱͷ༺
●使用温度範囲外での使用は、オイル漏れ、トルク不ྑ等の可能性があります。使用温度範囲内にて使用してください。

注ҙʹڥ༺
●真空中ߴ、 圧下ではご使用になれません。機破損のݪҼとなります。
●ւの直ࣹޫ下や水ۜ౮付ۙやオκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　オκンによるΰム部品のྼ化により、性能・機能の下や機能停止のݪҼになります。
●粉ਖ、༉、水等がダンパーに付着するような環境でのご使用はආけてください。破損による༉漏れ動作不ྑのݪҼとなります。
●むやみにオイルをࣺてることをې止。
●ダンパー類に封入されているオイルをむやみにࣺてると環境Ԛછになります。
●ഇغ物の処理及びਗ਼に関する法に従ってഇغしてください。

վࢭې
●製品にվ造（加工・塗装・༹ 接・ম入れ等）がߦわれた場合、弊社では一切の保ূはகしません。

࣠ͷϥδΞϧՙॏ
●回転軸（ギア）にラジアル方向の荷重をかけると、オイル漏れ、トルク不ྑ、軸破損（ギア付きの場合、ギア破損）ຢはギア抜け等の可能性があり

ます。

࣠ͷεϥετՙॏ
●回転軸（ギア）にスラスト方向の荷重をかけると、オイル漏れ、トルク不ྑ、本体部破損（ギア付きの場合、ギア破損ຢはギア抜け）等の可能性が

あります。

˒相手アーム（ギア）とダンパーのギアの平ߦ度はできるかぎり正確に取り付けてください。

༺ճసҎ্Ͱͷ༺େ࠷
●最大使用回転数以上での使用は、オイル漏れ、ٱ性の下、回転軸破損等の可能性があります。
˒最大使用回転数は各製品仕様をごཡください。
※最大使用回転数を超えてご使用になる場合は、弊社Ӧۀ部までご相談ください。

༺Թൣғ֎Ͱͷ༺
●使用温度範囲外での使用は、オイル漏れ、トルク不ྑ等の可能性があります。
˒使用温度範囲は、各製品仕様をごཡください。
※使用温度範囲外でのご使用の場合は、弊社Ӧۀ部までご相談ください。

༺αΠΫϧҎ্Ͱͷ༺େ࠷
●最大使用サイクル以上での使用は、トルクダウン、オイル漏れ等の可能性があります。
˒最大使用サイクルは、各製品仕様をごཡください。
※最大使用サイクル以上でのご使用の場合は、弊社Ӧۀ部までご相談ください。

ௐࣜϩʔλϦʔμϯύʔͷฒྻ༻ͷࢭې
●調整式ロータリーダンパーの並ྻ使用は、ご遠慮ください。
　並ྻ使用には、ಉシリーズ・ಉトルク仕様をご使用ください。

औΓ͚ωδͷకΊ͗͢
●ロータリーダンパーを取り付ける際、取り付けネジをకめすぎると本体の破損等の可能性があります。
˒使用するネジの種類及びネジサイズから、適正なకめ付けトルクにてネジをకめ付けてください。

औ෦ڧෆͰͷ࡞ಈࢭې
●取付部強度不の状態で作動させますと、MRFダンパーやपล装置を破損したり、怪我をするݥةがあります。
●取付部強度は、負荷トルク×安全率を確保してください。

ϦʔυઢʹΑΔຊମͷΓԼ͛ϦʔυઢΛҾͬுΔࣄΛࢭې
●MRFダンパーが元に落下して怪我をするݥةがあります。またリード線が切れて動作不ྑをىこしたり、感電やショート等のݪҼとなります。
●取り付け・取り外しの際は、必ず本体を持って作ۀしてください。
●取り付け後は、リード線がMRFダンパーやपล装置の可動部に接触することがないように、リード線を成形、固定してください。

.3'μϯύʔ্໘ʹ͋ΔϏεͷճసࢭې
●MRFダンパー上面にあるビスはॆరオイルの封止用のビスです。オイル漏れ、性能ྼ化のݪҼとなりますので、ビスは絶対に回さないでください。

注ҙʹڥ༺
●真空中ߴ、 圧下、およびিܸが直接加わる場ॴではご使用になれません。MRFダンパーやपล装置破損のݪҼとなります。
●粉ਖ、༉、水等が本製品に付着するような環境でのご使用はආけてください。破損によるオイル漏れ動作不ྑのݪҼとなります。
●湿気のଟい場ॴに長期間放置しないようにしてください。

ΉΈʹΦΠϧΛࣺͯΔ͜ ͱͷࢭې
●MRFダンパーに封入されているオイルをむやみにࣺてると環境Ԛછとなります。
●ഇغ物の処理及びਗ਼に関する法に従ってഇغしてください。

ճస࣠ͷϥδΞϧՙॏɺεϥετՙॏ
●回転軸にラジアル荷重、スラスト荷重をかけると、オイル漏れ、トルク不ྑ、本体や軸破損等が発生する可能性があります。

ϥοΫ
ࣼΊ

ࣼΊ

εϥετՙॏ

ϥδΞϧՙॏ ϥδΞϧՙॏ

ճస࣠

ϩʔλϦʔμϯύʔ

.3'μϯύʔʢ'.3���4����ʣ
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.3'μϯύʔͷमཧɾղɾվࢭې
●MRFダンパーはम理の対応はしていません。ނোや性能ྼ化の際は৽しい製品と交してください。
●MRFダンパーの内部にはྭ磁用コイルやオイル等が入っています。安全のためお٬様自でम理・分解・վ造はしないでください。
●MRFダンパーにվ造（加工・塗装・༹ 接・ম入れ等）がߦわれた場合、弊社では一切の保ূはகしません。
●お٬様自でम理・分解・վ造されたことにىҼして生じた損等に関しまして、弊社ではを負いかねますのでごྃঝください。

.3'μϯύʔͷަظ࣌ʹ͍ͭͯ
●使用環境や条件により、製品寿命が変わるため、交時期は明示できませんが、࣍の状があれば、交の時期とご判断ください。
　1. コイルに定格電流を流しても必要トルクがग़なくなった時
　2. コイルに電流を流さなくても、トルクが発生するようになった時
　3. 回転ຖに大きなトルク変動が発生するようになった時
　4. 異Ի、ৼ動やオイル漏れが発生するようになった時
●特にߴい৴པ性、安全性を必要とする場合は、上記状の有無に限らず、ૣ めの交をおקめいたします。

औ͚ωδͷకΊ͗͢
●MRFダンパーを取り付ける際、取付けネジをకめすぎると本体やネジの破損等の可能性があります。
　適正なకめ付けトルクにてకめ付け、接着ࡎ・スプリングワッシャ等で؇み止めの処置をߦってください。
　ୠし、కめ付けトルクは最大でも550cN・m以下としてください。
●MRFダンパーのネジ穴はM4 ਂさ5.5ですので、適合するサイズのネジをご使用ください。

ϔϦΧϧৼثઈରʹղ͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ཱができなくなるか、取付寸法や特性が࠶現できなくなります。

ϔϦΧϧৼثΛҾͬுΓํͰ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●圧縮方向にくらべて引っுり方向のばねはஶしくߗく、カタログの選定グラフが適用できないなͲの不۩合があります。
　（設置方法の߲をご参照ください）

ΫϦʔϯϧʔϜͰ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●微小な摩粉なͲの発ਖによりクリーン度の下が考えられます。

ϔϦΧϧৼث࠷େিܸՙॏۙ Ͱ͘ઃஔ͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ϔリカルৼ器1ݸたりのࢧ持荷重が最大িܸ荷重値にۙいと、設置した際に௵れてしまう可能性があります。
。持荷重は、目安として、最大িܸ荷重の分と設定してくださいࢧ　

બఆ
●ガススプリングは、内部に少量のオイルを使用しておりシール等で外部への漏れを止しておりますが、全シールを期待する物ではありま

せん。よって、オイルをݏう環境での使用はできません。
●ガススプリングは、内部に窒素ガスが封入されておりシール等で外部への漏れを止しておりますが、全シールを期待する物ではありませ

ん。時間とڞに、ঃʑにガスが漏れる性質がありますので、そのことを考慮し反力設定をߦってください。
●ガス反力が下した場合は交ができるように、作ۀスペースの確保をおئいします。
●ガススプリング1本で重量物をࢧえる場合、ロッドにۂげ荷重がֻからないようにしてください。
●ガススプリングはリジットでの取付はߦわないでください。ガス漏れのݪҼになります。
●ガススプリングはৼ動のଟい環境下では、ૣ 期にガスが漏れる可能性があります。

ΨεεϓϦϯάͷऔΓ ɾ͚બఆͳͲڥ༺ɾ༻ํ๏Λेʹྀߟͷ্ɺܾ ఆͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●仕様、用్そのଞ不明な点はおい合わせください。

ΨεεϓϦϯάͷϐετϯϩουʹইΛ͚ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ロッドにইがつくとシールを損ইし、ガス漏れあるいはオイル漏れによるガス反力の下のݪҼになります。

ΨεεϓϦϯάḊ͕ൃ生͢ΔΑ͏ ͳڥͰ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●取り付け金۩等は亜鉛メッキがࢪされていますがສ全ではありません。

ΨεεϓϦϯάͷ༻Թൣғʢ �ɻ�ˆʙ��ˆʣ֎Ͱ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ガススプリングは温度の影響を受けてガス反力も変化します。

ΨεεϓϦϯάΛΦκϯڥԼͰ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ւの直ࣹޫ下や水ۜ౮付ۙやオκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　オκンによるΰム部品のྼ化により、性能・機能の下や機能停止のݪҼになります。

ΨεεϓϦϯάͷϐετϯϩου෦ʹɺ༉ࡎ༹ੑൃشΛணͤ͞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ピストンロッド部に付着するとシールをইめる等の可能性があり、ガス反力の下につながります。

ΨεεϓϦϯάʹաେͳ֎ྗΛ࡞༻ͤ͞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ピストンロッドにۂげ荷重、ねじれ、こじれ等のա大な外力を作用させると、ガス抜けのݪҼとなります。

ΨεεϓϦϯάΛٸͳεϐʔυʢ҆ͱ͠ ͯ�NʗTҎ্ʣඍৼಈͰετϩʔΫͤ͞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
。Ҽとなりますݪ速なストローク運動や微ৼ動での使用は、シールをইめ、ガス抜け、オイル漏れのٸ●

৯ੑͷ͋ΔงғؾͰͷ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●シール部のྼ化や本体の৯によるྼ化がガス抜けのݪҼとなります。

ΨεεϓϦϯάͷऔۚ۩ࣾΧλϩάΛ༻ͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●社カタログ品以外の取付金۩を使用した場合、ۂげ荷重、ねじれ、こじれ等により、ガス抜け、破損のݪҼとなります。

औڧෆͰͷ࡞ಈࢭې
●取付強度不の状態で作動させますと、機を破損し怪我をするݥةがあります。
●取付部強度は、負荷トルク×安全率を確保してください。

औ෦ڧෆͰϚάφϜγϦʔζͷ࡞ಈࢭې
●取付部強度不の状態で作動させますと、機を破損கします。
●取付部強度は指定された強度以上としてください。
（取付部強度）＝（最大抗力値×安全率）

（最大抗力値）＝  最大ٵऩエネルギー（+）
  ストローク（m）× 0.3

औφοτకτϧΫ֎Ͱͷऔࢭې
●క付トルク値外での取付は、作動不 ・ྑ機破損の可能性があります。
●取付ナットక付トルクは下記のక付トルクにてకめ付けてください。
　相手材の状態によってはナットが؇む可能性があります。必要に応じて接着ࡎ等を併用してください。

Ͷ͡֎ܘʢNNʣ M33×1.5 M36×1.5 M45×1.5 M64×2.0

φοτకτϧΫʢ/ŋNʣ 81 81 250 830

ϚάφϜγϦʔζඞͣௐΛͯͬ͘ߦ ͍ͩ͞ɻ
●調整タイプは必ず調整をߦい、最適な位置でご使用ください。調整位置が不適切な場合、仕様範囲内でも製品が破損する可能性があります。

ΨεεϓϦϯά

ϔϦΧϧৼث

ϚάφϜγϦʔζ

ෛՙ

強度不足による破断
もしくは、曲がり
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༉࿙Εͷঢ়ଶͰͷ࡞ಈࢭې
●や本体より、༉が漏れている状態で作動させると、マグナムシリーズが効かなくなり機を破損கします。
●༉が各క結部分等より漏れていないか確認の上作動させてください。

ΦΠϧ
●マグナムシリーズは、内部にオイルを使用しておりシール等で外部への漏れを止しておりますが、全シールを期待するものではありません。
　よって、オイルをݏう環境での使用はできません。

छબఆػ
●最৽の製品カタログにて、仕様の全ての内容を確認し、機種選定をߦってください。
●使用回数にい、内部オイルの減少、部品の摩によって、エネルギーٵऩ能力が下いたします。
　これを考慮して、最大ٵऩエネルギーに対して20〜40ˋ以上༨༟のあるサイズ選定を推奨します。
●調整式ショックアブソーバの並ྻ使用は、ٵऩ特性のಉ調がࠔなためご遠慮ください。
　ঘ、並ྻ使用は固定式ショックアブソーバをご使用ください。

ΩϟοϓഁଛʹΑΔඈࢄʹ注ҙ
●仕様外で使用するとキャップが破損し、ඈࢄにより怪我をする可能性があります。
●ඈࢄ止のカバーを設置するか、ワーク作動中はपลより安全が確認できる位置まで離れてください。

ຊମ
●ピストンロッドにই、潤滑༉をつけないように注意してください。ٱ性の下、෮ؼ不ྑのݪҼとなります。
●外部スプリングタイプのスプリングにই等をつけないように注意してください。スプリングં損のݪҼとなります。
●ショックアブソーバఈ部にあるオイル注入ޱのネジを回さないでください。オイル漏れによる動作不ྑ、オイルඈࢄのݪҼとなります。

ภ৺ՙॏɾภ৺֯
●負荷を±2.0°以上のภ角度でিಥさせると、ピストンロッドۂがりによる෮ؼ不ྑ、ḡ動部のภ摩擦による性能ྼ化がىこり、
　機破損のݪҼとなります。
●ピストンロッドの中心線にিಥするようにしてください。ภ角度が±2.0°以上の場合はภ角度アダプターを併用してください。
　±25°まで対応可能です。

ڥ༺
●使用温度範囲内（−12℃〜66℃）でご使用ください。範囲外で使用すると寿命の下に繋がります。
　※保存の際はߴ、 温ଟ湿をආけ、保存してください。
●大気圧の環境下で使用してください。真空中やߴ圧下での使用はオイル漏れ、破損のݪҼとなります。
●ւの直ࣹޫ下や水ۜ౮付ۙやオκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　オκンによるΰム部品のྼ化により、性能・機能の下や機能停止のݪҼになります。
●切粉、切༉、水等がピストンロッドに付着するような環境で使用しないでください。
　パッキン破損により༉漏れによる作動不ྑ、機破損のݪҼとなります。

ৗݕɾϝϯςφϯεʹ͍ͭͯ
●製品は寿命による性能・機能の下があります。常点ݕを実ࢪし、必要な機能をຬたしていることを確認し、事ނの発生をいでください。
●取付ナットの؇みがないか確認してください。؇んだまま使用しますと破損や事ނのݪҼになります。
●異常なৼ動Իやৼ動には注意してください。িಥԻやৼ動が異常にߴくなった場合は、寿命限քとなっている可能性がありますので交して

ください。このまま使用されますと取り付けている機器を破損させるݪҼとなります。
●༉漏れ、ピストンロッドの෮ؼ状態を確認してください。ଟ量の༉漏れ、ピストンロッドの෮ؼ状態がѱい場合は、Կらかの異常がىきている可

能性がありますので交してください。このまま使用されますと取り付けている機器を破損させるݪҼとなります。
●ショックアブソーバは、構造上分解・࠶ ・ཱオイル注入のメンテナンスはできません。

औѻઆ໌ॻΛͣݟʹɺʑͷอकɾݕΛ͠ ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●取ѻ説明ॻを見ずにʑの保क・点ݕをするとݥةです。必ず、取ѻ説明ॻを見て理解してから保क・点ݕをߦってください。
●取ѻ説明ॻは、いつでも使用できるように大切に保してください。




